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第 1 章 緒言 













第 2 章 フェニレンモノマーの非等モル下環化重合 











第 3 章 鎖状ポリメタパラ交互フェニレンの合成と環状高分子との光学的特性の差異 
 第 3 章では触媒移動型連鎖縮合重合 (CTCP) で鎖状 PMPPP の合成を検討した。まず、I/Br 二
芳香環モノマーを合成して熊田-玉尾カップリングによる  CTCP を検討した。Ni(dppp)Cl2、
Ni(dppe)Cl2、PEPPSI-IPr のどの触媒も重合を制御することができずポリマー末端も明らかにするこ
とができなかったが、環状ポリマーは生成されなかった。次に MIDAB/I モノマーを合成して鈴木





第 4 章 側鎖にポリアミドを有する環状ポリマーの合成 
 第 4 章では側鎖にポリアミドを有する環状ポリマーの合成を検討した。片末端にジブロモフェ
ニル基を有するポリアミドを連鎖縮合重合 (CGCP) で合成し、パラフェニレンジボロン酸エステ
ルと重合検討した結果 (graft through 法)、重合はほとんど進行しなかった。一方、フェニルエステ
ル開始部位を有する環状ポリマーを合成し、CGCP を行った結果 (grafting from 法)、目的とするグ
ラフトポリマーを合成することができた。 
 
第 5 章 炭化水素芳香環共役モノマーの非等モル下環化重合 







第 6 章 ヘテロアリレーンの非等モル下環化重合とヘテロ原子が Pd 触媒の 
分子内移動に与える影響 









第 7 章 アクセプタージブロモヘテロアリレーンを用いた非等モル下縮合重合による 
全共役系鎖状高分子の合成 







第 8 章 非等モル下縮合重合による全共役系環状高分子の合成 






第 9 章 総括 



















触媒が分子内移動可能である事を見出し、種々の環状ポリマーを合成した。第 7 章では、Pd 触媒
がアクセプター芳香環上を分子内移動可能である事を利用して種々のドナ ・ーアクセプター全共役
系鎖状ポリマーの合成に成功した。第 8 章ではパール-クノール反応を用いて全共役系環状高分子
の合成を検討した結果、1,4-ジケト部位を有するモノマーの重合は鎖状ポリマーしか与えないが、
アセタール部位を有するモノマーの重合は環状ポリマーを与えた。パール-クノール反応による芳
香族化を検討した結果、アセタール部位を有する環状ポリマーは芳香族化が全て進行しないが、1,4-
ジケト部位を有する鎖状ポリマーは芳香族化が進行し、ポリマーのコンフォメーションが芳香族化
反応に影響を与える事を明らかにした。 
 以上本論文によって得られた多くの知見は非等モル下環化重合の草分けとなるだけでなく、Pd 
触媒の分子内移動という現象に対してこれまで焦点が当たってこなかった要因を見出すことがで
き、新たな視点による議論が必要である事を提示した。よって、本論文は博士（工学）の学位論文
として十分価値あるものと認められる。 
